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●研究の 目的・意義

柿渋は未熟な柿を絞 り、渋だけを採取 した

濃厚なエキスである。古くか ら柿漆 とも呼ば

れ、漆の代用品として使われていたと考えら

れる。その漆塗 りの技術は縄文時代にはすで

に存在 していたことが造跡か らの発掘物に

より明 らかになってきている。柿渋の原料 と

す ることができる山野に 自生する柿が弥生

時代 には存在 していたことも明 らかにされ

つつあり、柿渋のほうが漆よりも取 り扱いが

簡単なことから、柿渋の利用が縄文・弥生時

代 にまで遡れないに して もかな り古 くから

行われていたと推測されている。

柿渋は現在でこそ、特殊な用途を除いては

ほとん ど省み ることのない存在 となつてい

るが、歴史をさかのばれば、少なくとも中世

以降の庶民生活においては必需物質のひ と

つであつた。柿渋は防水・防虫・防腐を目的

として、自給自足的な生活の中で利用 されて

きた。また、衣服、渋紙、伊勢型紙、紙衣、

渋 うちわ、合羽、和傘、漆器、清酒などを作

る過程 (清 澄剤 )、 酒袋、魚網などの産業の

中でも必要不可欠な物質であった。しかしな

がら、戦後、合成繊維が普及 し、安価で良質

の防水剤、防腐剤が出現 したことにより急速

に柿渋の需要は減少 した。現在にいたつては

その生産量は極めてわずかになつて しまい、

主たる用途は清酒製造における清澄剤にか

ぎられている。

柿の渋みはタンニン質によるもので、タン

ニン (図 1)はほとんどの植物に含まれてい

るが、柿渋はその含有量が非常に多い。タン

ニンは酸化すると、小さな分子が重合 し大き

な分子を構成 し水に溶けない性質を持ち、こ

のことが防虫・ 防水・防腐 に作用 している。

またタンニンはたんぼ く質 と強 く結合す る

性質があり、清澄剤に使われているのはこの

ためである。

図 1 縮合性タンニンの構造式

今まで述べたように柿渋は、古 くからタン

ニンによるその効用性、人手の しやす さ、精

製の しやす さ、取 り扱いやす さなどの多くの

理由から広 く庶民の間で普及 してきた。酒袋

としての利用や漁網 としての利用がそ うで

あるように、全ては必要性からきている染色

であり、その美 しさとい うものは全 く求めら

れていなかったといってよい。そのため、よ

り機能の優れた合成繊維 とその加 工品にあ

つさりとその地位を奪われて しまつた。しか

し現代になって私たちの周 りは工業製品で

あふれ、自然のぬくもりを感 じられるものが

少なくなつてきている。そんな中でもう一度、

古くは私たちの生活空間を彩つていた柿渋

の色彩 を再認識 し現代の生活に取 り入れて



いくことは、私たちの生活に潤いを与えてく

れるであろ う。もちろんその優れた防水・防

腐・防虫作用は今 日の地球環境を考える上で

極めて価値の高い注 目すべき素材である。そ

こで本研 究では様々な条件 下で どのよ うな

色合いの変化が現れるのか、またそれぞれの

染色物における各種性能について検証 した。

■調査

1 文献による柿渋染色研究の総括

2 京都府立山城郷土資料館の見学

3 柿渋製作工程の見学 (2社 )

口染料

柿渋、市販品 (西川本店)を使用 した。原

液と染料化 (抽出液 100mlに 対 し、2gの水

酸化ナ トリウムを入れて約 10分 間加熱 した

後、酢酸を 2ml入れて中和 した。)し たもの

を用いた。

■ 実験

1染色

11染着性に与える染料濃度 と先水洗及び後

水洗の影響

111先 水洗

原液及び染料化染料 にイオン交換後蒸留

した水を加え、各種染料濃度 (2,4,10,20,50,

100%)で、浴比 1:50、 常温で 10分 F.l染

色 し、す ぐに、イオン交換後蒸留 した水で軽

く水洗 した。

11_2後水洗

原液及び染料化染料にイオン交換後蒸留

した水を加え、各種染料濃度 (2,4,10,20,60,

100%)で、浴比 1:50、 常温で 10分 間染

色 し、一晩自然乾燥 させてか らイオン交換後

蒸留 した水で軽 く水洗 した。

12染着性に与える試験布の浸漬時間の影響

原液及び染料化染料それぞれを 20%,50%
にイオン交換後蒸留 した水で希釈 した染液

で、浴比 1:50、 常温で各時間 (10.20,30,60

分)染色 した。

13染浴 pEが染着性に与える影響

イオン交換後蒸留 した水で 50%に 希釈 し

た染液を pH 3,5,7,8,10に 調節 し、浴比 1:

50、 常温で 20分 間綿布を染色 した。

さらに同様に、PHを調節 した染液をそれ

ぞれ 10分 加熱 したのち、常温に冷却 した溶

液を用い、浴比 1:50、 常温で 20分問綿布

を染色 した。

14原液による染め重ねの影響

柿渋原液及び染料化染料 をそれぞれイオ

ン交換後蒸留 した水で 50%に 希釈 した染液

で、浴比 1:50、 常温で 20分 間染色 した後、

イオン交換後蒸留 した水で軽 く洗い、ろ紙で

水気を十分に切った後再び、同条件で染色 し

た。同 じ作業を 5回繰 り返 し染め重ねた。

15各種媒染剤の影響

媒染剤には、硫酸第一鉄、酢酸アル ミニウ

ム、硫酸銅、三塩化チタン、酢酸クロム、錫

酸ナ トリウム、稲藁灰汁を使用 した。 稲薬

灰汁以外の全ての金属媒染剤はイオン交換

後蒸留 した水に溶解 し、02%水 溶液として用

いた。

原液及び染料化染料それぞれ を 500/● に

イオン交換後蒸留 した水で希釈 し、浴比 1:

50、 常温で 20分 間染色 した。その後各種媒

染剤で浴比 1:40、 常温で 20分問後媒染 し

r_。

16各 種繊維に対する染着性

原液及び染料化染料それぞれを 50%に イ

オン交換後蒸留 した水で希釈 し、浴比 1:50、

常温で 20分間、 3回繰 り返 し多繊交織布を

染色 した。

2 日光墜牢度の測定

日光堅牢度はカーボンアーク灯光法 (JlS

L0842)で 行つた。原液及び染料化染料で 1

回、 3回、 5回染色 した綿布を用いた。

試料密閉式の紫外線 オー トフィー ドメー

ター (ス ガ試験機株式会社製 FAL AU型 )

に入れ、紫外線を 10時 間・ 20時間・ 50時間

照射 した。

3通 気量の測定

株式会社島津製作所製  フラジール型通



気度試験機で行つた。試料を 20 cn X 2∝ mに
裁断 したものを用い、測定位置を変え、 4箇

所測定 した。

4剛 軟度の測定

45・ カンチンパー法試験機を用いた。試料

を 2 m X15cmに裁断 したものをたて、よこ

3枚ずつ用意 し、それぞれの試料の裏・ 表を

測定 した。

5.撥水性の測定

スプレー式撥水度試験機で行つた。常温の

水 250■ 1を 所定の位置か ら20 cll× 20clllに 裁

断 した試料に散布 し、その結果を判定標津表

と比較対照 して採点 した。

6風 合い測定

7測 色

7_l K/S値

多光源分光測色計 (ス ガ試験機株式会社製

MCS‐ IS‐2DH)を 用い、染色布 1枚 につき 4

ヶ所反射率を測定 した。得 られた分光データ

をもとに WS値 を求めた。 剰S値は (1)

式から求めた。

Kβ=(1-D2/2R― (1-D″ 2■   (1)式
R:染色布の Y値′100

r:原布の Y値′100

7_2ク ロマチィネスク指数 (色質指数 )

多光源分光測色計で 1枚 につき 4ヶ 所測

色 し、attb会 値を求めた。

a★b'値は、数値による色の表示であり、座標

における色の位置を表 している。

73マ ンセル表色系

カ ラー リー ダー (ミ ノル タ株式会社 製

CR‐ 11)を 用い、マンセル表色系でのデータ

を測色した。

■ 研究の結果・考察

実験により、柿渋の染色性について次のこ

とが明らかになつた。

1 先水洗 した場合においては、原液・染料

化染料ともに 50%程度に希釈 したものを

使用 し染色するのが効率がよいといえる。

また、濃く染色するには染料化染料は非常

に有用である。後水洗 したものは染液の濃

度が高いほど染着性 も良く、先水洗 したも

のより濃 く染め付けることができる。この

場合も染料化染料は非常に有用である。

図 2染 着性に与える濃度の影響

2 常温で染色する場合は、20分 で染着が平

衡に達する。

〈腫菫國
図 3染 着性に与える浸漬時間の影響

3 原液に ,H10の 強アルカリを加え加熱す

ると飛躍的に彩度 染色濃度が増すことか

ら染料化するには pH10以 上が必要である

ことが明らかになつた。
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図 4 染浴 pHが 色素の綿布に対す る染着

性に与える影響

4 原液に回数に従 つて染 め重ねの効果は
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みられるが、染料化染料では 3回 日以降の

染め重ねの変化はみ られなかつた。

ちらにおいても、綿 とレーヨンなどセルロ

ース系繊維に対する染着性が高い。
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図 5 染め重ねが染着性に与える影響

5 原液・染料化染料 ともに、鉄媒染では共

に青味が増 し、黒に近い色を呈した。また

チタン媒染では黄味が増 し、橙色に近い色

を呈した。染料化染料では銅媒染で、赤味

が得られ、よりこげ茶色がかった色を示す

ことがわかつた。

図 6 原液が染色に及ぼす各種媒染剤の色調

に与える影響

図 7染料化染料が染色に及ぼす各種媒染剤

の色調に与える影響

6 原液及び染料化染料で染色 したもの ど

図 8 柿渋染色の各種繊維に対する染着性ヘ

の影響

7 原液で染色 した ものに紫外線 をあてる

と、染着性がより高くなるのに対 し、染料

化染料のそれは退色 し、原液を用いた染色

のほうが堅ろうであるといえる。
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図 9紫外線が柿渋で染色 した染色物の堅ろ

う性に与える影響

8 原液で染色 した ものは染色回数が増加

するにつれ剛軟度 も増 し、染料化染料では

1回 日の染色以降その差はみ られなかった。

9 原液で染色 したものは捜水性があり、染

め重ねによる効果も認められる。それに対

し染料化染料では全く撥水性はなかつた。

■主な参考文献

1)今井敬潤 :「 柿の民俗誌―柿 と柿渋-1,

初芝文庫,大阪,(2003)

2)染 太郎 聰口μ AWA:f染 太郎の日伝帳 J,

クラフ トふ う,東京,(2002)


